
  

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「めじろん基金」 

 

 

 

 

公益財団法人おおいた共創基金 
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「めじろん基金」は、みなさまから

のご寄附により、ボランティア団体

やＮＰＯ法人などの公益活動の支援

を行っています。 

 

ＮＥＷＳ 

 NO.３２  ２０２５（Ｒ７）．３．３ 
 

〇 第８回ＮＰＯ博に参加しました！ 

令和６年１１月２４日（日）にＮＰＯ団体や市民団体の日頃の活動を知ってもらうために大分市が開催した「第８回おおいたＮＰＯ博」に参加しました。 

  今年も「お部屋ラボ 祝祭の広場」で行われ、ステージでは、団体の紹介や様々な催しが披露され場内は盛り上がりました。めじろん基金もブースを設置し、

ＰＲチラシ、めじろんティッシュなどを配布しました。また、募金箱には、多くの方々にご寄付をいただきました。誠にありがとうございました。 

  

            

活       動       報      告 

〇 企業とＮＰＯの協働推進セミナー２０２４を開催しました！     

 令和６年１１月２１日（木）に大分県消費生活・男女共同参画プラザ（アイネス）２階大会議室にて「多様な主体との協働で地域の活力を生み出す」をテーマに
「企業とＮＰＯの協働推進セミナー２０２４」を大分県と共同で開催しました。会場では４１名の参加をいただき、オンラインによる同時配信も行いました。 

  「多様な主体との協働事例報告」は「さんふらわあターミナル（別府）のユニバーサルデザイン」について、「株式会社商船三井さんふらわあ」と「NPO法人自

立支援センターおおいた」が、「べっぷ温泉でママのための産後ケア」について、「有限会社いち乃いで」と「任意団体ままの輪」が、「令和５年豪雨災害の中津

市山国エリアでの物資支援」について、「株式会社アシタエ」と「特定非営利活動法人地域ひとネット」がそれぞれ報告いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               



ＮＰＯスキルアップ講座 
 

１日会計相談会 
 

 

    

     

     

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 8 年度 ＮＰＯ基盤強化支援事業【報告】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ６ 年 度  Ｎ Ｐ Ｏ 寄 付 金 集 め 支 援 事 業 

 

令和 6年度 おおいたボランティア・NPOセンター 講座・セミナー報告 

ＮＰＯ団体が寄付金集めのノウハウを身につけ、継続的に活動できることを目的に、本年度は下記３団体が事業を行いました。 

特定非営利活動法人 虹の翼 

特定非営利活動法人 里山保全竹活用百人会 

特定非営利活動法人 福祉の森 

活動を通じて苦労した点、よかった点 

・苦労した点                                                      

   主催イベントにおいて、会場で募金箱を持って回り成果に繋げた。 

他団体様主催イベントでは募金箱の設置交渉に苦慮した。企業訪 

問においては依頼先選定に苦慮した。 

・反省点 

   イベントでの募金が主となり、募金箱の常設までは至らなかった。 

 

 

 

 

ＮＰＯ活動に関わる会計について、 

お悩みのある方を対象に個別相談会を実施しました。 

日時：令和７年２月２1日(金) 13：00～１4：50   

参加団体：２団体 

理解と信頼を得るための事業報告書とは（2/20（木）開催） 

行政書士の安東俊信さんに、事業報告書等の作成につい

て、分かり易く説明していただきました。 

参加団体：５団体７名（会場：１名 オンライン：６名） 

 

 

活動を通じて苦労した点、よかった点 

・苦労した点 

   多くのお客さんが集まる場所を模索し募金活動を行ったが、客の 

導線を考えると、まだよい場所があったかもしれない。    

・反省点 

   当会の活動をより詳しく知ってもらうためにパンフレットを一緒に渡 

せばよかった。 

 

活動を通じて苦労した点、よかった点 

・苦労した点 

  企業等を訪問したが、なかなか理解してもらえなかった。また、理 

解されても募金へは繋がりにくかった  

・反省点 

  寄付の依頼先に依頼文書を送ったが、振込書を同封すべきだっ 

た。 

企業訪問の前にチラシ等でＮＰＯの活動内容を知らせるべきだっ

た。 

活動背景 

高齢者や障がい児・者も楽しめるスポーツ活動として「ボッチャ」を取り上げ

イベントを開催しているが、運営の資金繰りに苦慮している。 

募金集めの方法 

イベント会場での募金箱設置、他団体様主催イベントでの募金箱設置依

頼、及び、企業への個別訪問による寄付金依頼により行った。 

活動背景 

里山保全活動と地域の観光振興のため、「竹楽」を開催している。イベント

期間中にシャトルバスを運行しているが、借上料の値上げがあり、対応に苦

慮している。 

募金集めの方法 

竹楽の３日間、会場本部にのぼりと募金箱を設置し、大学生の協力も得な

がら募金活動を行った。寄付者には返礼品を準備するなど工夫した。 

活動背景 

誰もが語り合い話し合う場として、高齢者やボランティアが集うカフェや講

座を毎月開催しているが、運営費の捻出に苦慮している。 

募金集めの方法 

  募金について関係機関に周知するとともに、企業等 7事業所を訪問し、

募金活動を行った。また、募金箱を病院と事務所に設置し寄付を募った。 

助成金申請書を書いてみよう（1/24（金）開催） 

地域ひとネット代表理事の谷川真奈美さんに、豊和銀行

の申請書をもとに一緒に作成していきながら、申請する際の

ポイントを分かり易く説明していただきました。 

参加団体：７団体１１名（会場：６名 オンライン：５名） 

 

 


